
平成２７年度　第１回箕郷地域審議会における質疑一覧　　　[平成２７年５月２８日開催]

１ 箕郷地域の事業推進状況に係る質疑
事　業　名 NO 質　　　疑 回　　　答

箕輪小学校校舎改築事業
について

1 　 全校舎の耐震化が進行しているとのことだが、箕輪小学校の耐
震化はいつごろ完了するのか。

   耐震改修については、通常は夏休みの期間中に授業に影
響が出ないように行っている。箕輪小学校については、夏ごろ
に始め、概ね夏休み期間中に終了する。

2    町内にあるほかの２校の小学校の耐震化はどうなっているの
か。

   市内の小・中学校、特別支援学校の耐震化については、今
年度ですべて終了したいと考えている。残りの２校について
は、すでに対応済みである。

２ 箕郷地域に関わる事業の質疑
事　業　名 NO 質　　　疑 回　　　答

富岡生原線街路事業につ
いて

1    平成２７年度でボックスカルバート工事を予定しているとのこと
だが、そこから西の辺りに、現在、店舗などが２つある。その２軒の
撤去や買収などの予定はどうなっているのか。

   病院については南側に移転予定で現在建築中であり、完成
次第、移転していただくこととなる。薬局は、土地に関しては話
がまとまっており、鉄製の看板を今年度中に移設していただく
こととなっている。道路そのものについては、来年度早々に工
事に入っていけるのではないかと考えており、併せて交差点の
改良も行いたいと思っている。

３ その他の質疑
事　業　名 NO 質　　　疑 回　　　答

公民館の建設について 1    平成２５年度第２回当地域審議会において、新たな公民館建
設の質疑を行ったが、再度、公民館建設をお願いしたい。箕郷公
民館の利用者数は、年間３万５千人以上であり、既存の団体以外
はほとんど利用できないのが実情である。
   箕郷地域では、西毛広幹道の開通に伴い、さらなる人口増加
が予想されており、こうした面からも、やはり新たな公民館の建設
が必要であると考えるが、建設の計画があるのか。
   平成２５年度第２回審議会では、「地域の特色を生かした中で
検討していきたい」との回答であったが、地域住民の生涯学習の
観点からも、是非、公民館建設をお願いしたい。

　箕郷公民館については、市内の地区公民館の中でも利用者
が多い公民館で、学習活動の場として大きな役割を果たして
いる。
　本市では、現在４４の公民館が整備されているが、老朽化の
進行により適切な整備を行っていく必要があり、箕郷公民館に
ついては、平成２５年度に改修を行ったところである。
   公民館の利用に際しては、他の公民館と同様に職員が調整
をしながら公平にご利用いただいている。
   箕郷地域を含めた合併地域における公民館整備について
は、地域の特色を考慮しながら進めていく必要があると考えて
いる。



事　業　名 NO 質　　　疑 回　　　答

   具体的な建設の計画はないということか。   現状については十分に承知しているが、市内に公民館はたく
さんあり、それぞれ地域の状況等もある。今後、合併地域、旧
市内も含めて、公民館について検討していく中で、こちらも併
せて検討していきたいと考えている。

箕郷文化会館大規模改修
事業後の施設利用につい
て

1    改修事業によって、トイレのバリアフリー化など、より利用しやす
い施設となり感謝している。
　箕郷文化会館は箕郷東小学校、みねはら公園と隣接し、周辺
では新しい住宅が増えてきており、今後、子育てをする若い世帯
も増えていくと考えられる。イベントがないときも、公園利用者や散
歩する方などが気軽に立ち寄れる開かれた施設として、文化会館
に食べ物の販売機や売店及び喫茶スペースなどを設置する考え
はあるか。

   現在、箕郷文化会館には飲み物の自動販売機が２台設置さ
れており、会館利用者だけでなく「みねはら公園」に来園された
方々も利用されている。
   要望のあった食べ物の自動販売機や売店、喫茶スペースの
設置については、文化会館ロビーの空きスペースや採算性な
どを踏まえ、研究したいと考えている。

地域審議会の終了につい
て

1    合併時に地域審議会が設置されたが、今年度をもって終了す
る。各種団体の代表者らによる審議会は、新市建設計画に盛り込
まれた重点事業の進捗状況の確認や地域の課題を考え、市政に
地域の声を反映する場として設置された経緯がある。来年度から
は、この地域の声をどう市政に反映させていくのか、具体策をお
聞きしたい。
　 また、来年度以降も引き続き、高崎市と箕郷地域をつなぐ事業
会議の開催を強く要望する。

   本年度いっぱいで合併特例法に基づく地域審議会は一応
の一区切りであると考えているが、同時にそれぞれの地域から
住民の意見をどのように聞いていくかということは、やはり重要
なことであると考えている。どのような形、どのような方法というこ
とも含めて、長嶋副会長から意見のあった方向で検討はしてい
きたいと思っている。


